
CSRレポート編集方針

基本的な考え方
イビデングループは、CSRが企業経営に強く結びついているという認識のもと、グローバルにCSR経営を推進する
中で、「内部統制」「人財経営」「環境経営」「社会貢献」の四つの視点から、活動レベルの継続的向上を行っています。

「イビデンCSRレポート2018」は、ステークホルダー（利害関係者）の皆さまの関心事や社会的な課題を踏まえて、
当社グループの四つの視点のテーマ活動を、活動方針、推進体制、活動の指標および実績といった視点から、皆さ
まに分かりやすく報告することを目的に発行しています。

報告期間
2017年度（2017年4月1日から2018年3月31日まで）の活動を中心に、一部それ以前からの取り組みや、直近の活動報告
を含みます。

発行時期
2018年9月（次回：2019年8月発行予定、前回：2017年8月発行）

参考ガイドライン
・ISO26000：2010０（社会的責任に関する手引き）、
・GRI「サステナビリティレポーティングスタンダード（以下「GRIスタンダード」という）」、
・環境省「環境報告ガイドライン（2012年度版）」、環境省「環境会計ガイドライン2005年度版」
※巻末にGRIスタンダードとの対照表を掲載しています。

記載に関する補足
環境経営の原単位データについて、原単位の基準となる換算生産量の基準を、2015年度より現在の製品構成に合わせて見
直しています。その他、データ上の修正などが発生している場合は、個々に修正理由を記載しています。

CSR情報の開示場所
イビデングループのCSR報告はホームページおよび本レポートを通じて行って
います。また、ホームページ上では、イビデングループの事業報告および連結
財務諸表を含む財務面情報、CSR情報の各種方針・管理指標を含む非財務面の
情報を、幅広く、適時公開しています。

報告事項の決定プロセス
①　報告テーマのリスト化
イビデングループ行動憲章に基づき、イビデン社会的責任管理基準の項
目など、当社グループがマネジメントすべき課題を抽出しています。ま
た、RBA行動規範など業界団体で取り組むべき事項やお客さまからの要
請事項、SRI（社会的責任投資）など外部評価機関の評価項目およびフィー
ドバック、CSRレポートへのフィードバック、労使間のテーマや地域社
会などその他のステークホルダーとの直接のコミュニケーション等、ス
テークホルダーの皆さまの関心事についてテーマを抽出し、GRIスタン
ダードの項目に対照させてリスト化しています。GRIスタンダードの項
目に分類できないテーマは新たな項目としてリストに追加しています。

②　重要性の評価
これらの項目についての課題を、イビデングループへの影響度、ステー
クホルダーにとっての重要度から評価し、重要度を算出し、上位項目を
重要性の高い項目として抽出しています。
その結果、①でリスト化された報告テーマの中から独自に抽出した三つ
の項目を含む20の項目を重要性の高いテーマとして抽出しています。
なお、重要性の高い報告テーマは巻末のGRIスタンダード対照表の中で
明示しています。

Webサイト

イビデングループ ホームページ https://www.ibiden.co.jp/
イビデングループ CSRホームページ https://www.ibiden.co.jp/csr/

イビデングループ行動憲章の
活動テーマ

ディスクロージャー承認
（社内ルール）

ステークホルダーの
関心事を
テーマに反映

国際基準、外部評価、
顧客、地域社会等との
コミュニケーション

ステークホルダー
の皆さまの関心事

イビデングループ
が取り組むテーマ

CSR レポート
の報告事項

公開

重要性の評価

図：CSRレポート報告テーマの選定プロセス
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③　レポートでの報告事項
これらの重要性の高い項目を中心に、イビデングループとし
てなぜ重要なのか、また、管理のしくみ、指標を報告します。
それぞれの報告テーマについて、グローバルCSR経営の四つの
視点（「内部統制」「人財経営」「環境経営」「社会貢献」）に分
けて、内容をまとめて報告書に記載しています。
なお、本報告は、CSRに関心の高いステークホルダーの皆さま
を対象として作成しています。報告の内容は、重要性の高い報
告テーマに限らず、幅広くステークホルダーの皆さまから当
社グループへの期待や要請の大きい項目、当社が積極的な対
応を進めている課題についても、当社の姿勢を理解いただく
ために、取り組みや考え方を一部報告しています。

④　報告内容の公開に当たって
本CSRレポートは、上記の課題選定プロセスを経て、当社ディ
スクロージャー規則に基づき、ディスクロージャー委員会に
よる承認を受けて発行しています。

報告の対象組織
原則としてイビデン株式会社（＝当社、イビデン）および国内・海外グループ会社を対象としています。イビデングループ（＝
当社グループ）を対象としていない報告は、個々に対象範囲を記載しています。一部のデータは、イビデンの国内事業場を
対象としており、イビデン単体と一部国内グループ会社を含み、「イビデン国内事業場」と表記しています。
重要な子会社と報告範囲との関係は、以下のようになっています。

国内 内部統制 人財経営 環境経営 環境データ*2 社会貢献 備考
イビデングリーンテック ○ ○ ○ ◎ ○
イビデンケミカル*1 ○ ○ ○ ◎ ○
イビケン*1 ○ ○ ○ ○ ○ 製造以外
イビデングラファイト*1 ○ ○ ○ ◎ ○
イビデン産業 ○ ○ ○ ◎ ○
タック ○ ○ ○ ○ ○ 製造以外
イビデン樹脂 ○ ○ ○ ◎ ○
イビデン物産 ○ ○ ○ ◎ ○
イビデンエンジニアリング*1 ○ ○ ○ ◎ ○
イビデンキャリア・テクノ*1 ○ ○ ○ ○ ○ 製造以外

*1「イビデン国内事業場」に含む国内グループ会社。イビケンは建装部門を、イビデンエンジニアリングは一部水処理部門のみをイビデン国内事業場に含みます。

海外 内部統制 人財経営 環境経営 環境データ*2 社会貢献 備考
イビデンU.S.A. ○ ○ ○ − ○ 製造以外
マイクロメック ○ ○ ○ ○ ○
イビデンメキシコ ○ ○ ○ ◎ ○
イビデンヨーロッパ ○ ○ ○ − ○ 製造以外
イビデンハンガリー ○ ○ ○ ◎ ○
イビデンDPFフランス ○ ○ ○ ◎ ○
イビデンポルツェランファブリックフラウエンタール ○ ○ ○ ◎ ○
イビデンアジアホールディングス ○ ○ ○ − ○ 製造以外
イビデンエレクトロニクスマレーシア ○ ○ ○ ◎ ○
揖斐電電子（北京） ○ ○ ○ ◎ ○
イビデングラファイトコリア ○ ○ ○ ◎ ○
イビデンフィリピン ○ ○ ○ ◎ ○
揖斐電電子（上海） ○ ○ ○ ○ ○
イビデンシンガポール ○ ○ ○ − ○ 製造以外
イビデンコリア ○ ○ ○ − ○ 製造以外
台湾揖斐電股份有限公司 ○ ○ ○ − ○ 製造以外

*2  ◎は原単位指標に含まれる拠点、2015年度よりイビデンメキシコ株式会社を環境データに反映しています。

その他、報告中のグラフや記載文章の中で具体的に対象範囲を限定して報告を行っています。また、サプライチェーンなど
当社グループ外への影響については個々の報告の中で記載をしています。
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図：課題の位置づけと報告範囲
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